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資料①：白沢街道事前アンケート調査票 

 

【 表面 】 
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【 裏面 】 
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資料②：白沢街道事後アンケート調査票 
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資料③：石井街道継続性アンケート調査票 
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資料④：マイカー利用者意識転換策検討委員会／議事要録 

 

第１回 マイカー利用者意識転換策検討委員会 

⑴日時：平成 19 年 8 月 3日(金) 13：00～ 

⑵場所：宇都宮市役所 B１会議室 

⑶議事： 

○調査内容，調査対象路線の選定，選定エリアについて 

・３回の検討委員会の中でしっかり次年度以降の課題の整理，継続的な方針の検討，国道 123

号 (石井街道)沿線地域の利用者に対するアンケートをしていくなど，検証する取組み 

内容も含まれているので良い。 

・全ての路線で実施していくことが望ましいが，優先順位の議論をするよりは，まずは一番

良いところを決めておいて内容で勝負すべき。どこでどのようにやっていくかは，公共交

通部会の中で決めていくことになるだろう。 

・今年何をやるか，どうやるかというのも含めて，継続性というのを常に頭の中に入れてや

る必要があり，次年度以降も継続できるような現実的な案を考えていく必要がある。 

・次年度以降も続けてやっていけるような仕組みも専門部会の中で議論していったらいいの

ではないか。 

 

○中心市街地との連携，インセンティブを与えるような仕組みについて 

・公共交通部会で議論するのはあくまでも交通手段の話で，目的(目的地)の話ではない。目

的(目的地)については中心市街地部会で考えていくべき。 

・去年はお祭り(イベント)をやって、そのお祭り(イベント)に来てもらうことを一つのきっ

かけにと提案したが，今回の取組みでも中心市街地の連携のようなものを考えていただき

たい。 

・バスで市街地に来たときの景品等，中心市街地にある大型店やバス関係者が努力しながら，

公共交通で中心市街地にお客さんを呼び込む仕組みを生み出さなくてはならない。 

・週末はマイカーだけどウィークデーは公共交通，あるいは、ウィークデーはマイカーだけ

れども週末はバスで移動する，そんなライフスタイルのやり方をうまく出来ないか。 

・一律料金で街中まで来られるような仕組みであるとか，パスカードみたいなものを使って

全部乗れるようにするとか，様々な組み合わせの中で，公共交通の利用促進を図っていく

べき。 

 

○その他について 

・利用者の利便性の向上を考えると，分かりやすいバスのネットワーク，分かりやすいバス

のあり方が必要になってくるのではないかと思う。 

・県が作成する副読本のような子供向けの総合学習も，広い意味ではモビリティ・マネジメ

ントなので，出来るだけ協力できるような仕組みが作れれば良い。 

 

 

第２回 マイカー利用者意識転換策検討委員会 

⑴日時：平成 19 年 9 月 21 日(金) 14：00～ 

⑵場所：表参道スクエア 5Ｆ会議室 

⑶議事： 

○意識転換策の実施内容について 

・バスの利用者数調査はデータとしてどれくらいの精度で集計できそうなのか？ 

→バス事業者がそれぞれの方法で利用者数調査をしており，白沢街道沿線のデータ提供
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を受ける形で実施したい。系統毎や複数のバス停を抽出して乗降者数の変化を把握したい。 

・事後調査等でフォローアップをしていく必要性はないのか？ 

→モビリティ・マネジメントは意識を改革するけれども，意識が元に戻ってしまうこと

を非常に危惧している。実施後，いかにフォローアップできるかを考えていきたい。 

・事前アンケートの路線バスに対する改善要望について，｢運行サービスの改善｣ということ

で，運行時間の延長，増便，運賃の値下げが一括りになっているが，改善する場合ずいぶ

ん内容が違うのでは？ 

→昨年の国道 123 号のアンケートでは，運行サービスに関することがベスト３であった

が，すぐに改善することは難しい。そのため，運行サービスの他に何を求めているか

を調査し，少しでもバスの利用環境の改善につなげていきたい。 

   

○中心市街地のイベントとの関連／イベントチラシについて 

  ・イベントチラシは配るだけではなく，集会所の掲示板に貼るといった方法もある。 

   ・中心市街地との恒常的な連携を検討する必要がある。事務局の方でもバスと中心市街地に

同じ啓発ステッカーを貼ることも検討している。まずは，バスチケットの配布等といった

できるところから始めて，時間をかけて協力体制を作っていければと思っている。 

 

○バスの利用環境に関して 

・バスの利用圏域が半径 250m という資料が出ているが，自転車利用者をカバーすると，円

がかなり大きくなってくるだろう。バス停付近に駐輪場があれば，自転車利用者には非常

に便利である。 

・バス車内の電光掲示板は非常に見づらい。バス停の時刻表が貼ってあるプラスチック部分

が，設置してから何年も経ち，変色して中が見えない。こういったことは，バス会社さん

が地域に足を運んで頂いて，我々の要望を聞いてもらったほうが良いのではないか。75 歳

以上の方が 5,000 円のカードを 1,000 円で買える情報も知っていれば，敬老会の日に宣伝

できた。自治会としてできることを協力していきたいと思っている。 

→電光掲示板の運賃表示部分は，ＬＥＤでオレンジ色に光るが，整理券番号の方が見づ

らいということだと思う。もう少し見やすくする工夫等，徐々に改善していきたい。 

→バス停のプラスチック部分は日があたると徐々に変色してしまう。新しいものと交換

していきたい。時刻表に関しては、新しい時刻表作成システムを導入したので，10 月

1 日にダイヤ改正から新しい時刻表になり，前よりは見やすくなると思う。 

 

 

第３回 マイカー利用者意識転換策検討委員会 

⑴日時：平成 20 年 3 月 24 日(月) 10：30～ 

⑵場所：表参道スクエア 5Ｆ会議室 

⑶議事： 

○調査結果のまとめ，ＭＭの実施方針について 

・中心市街地における大規模イベントの参加状況では，事前アンケートではバスで行くと答

えた方が 66.5％で，実際に乗った方は 44.1％と下がっている。この集計は事前アンケー

トに答えたその人が実際に行かなかったと解釈していいのか？ 

→事後アンケートでは，「イベントに参加したか」｢どの交通手段でイベントに行ったか｣

を再度聞いている(パネル調査になっている)。 

・乗りたいと思っていたけれど，実際には乗らなかった人は，一体どういう理由で乗らなか

ったのか，意識は向上しても，公共交通のサービスとの間のギャップがあるのか，今後は，

少し細かく見ていくべきだろう。 
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   ・事前と事後のアンケート調査の間にイベントが挟まっている。この全体のアンケートの

結果は，イベント時にたまたまバスを利用したのか，平常時の通勤などが変化したもの

なのか，今回の調査の中では，どの様に理解したらいいのか？ 

→今回は，調査だけでなく，イベントに合わせた情報提供をすることでバスの利用促進

をしていきたいというねらいもあり，結果としては良かったと考えているが，今後は，

もっと詳細に調査していくことも必要ではないかと考えている。 

・継続的なアプローチで，ニューズレターを発行するとあるが，どのような情報をその程

度の頻度で実施していくのか？ 

→本年度の調査の中で，石井街道で配布したニューズレターと同じ様な情報を，少なく

とも年１回以上は提供する必要があると考えている。   

・今回の対象路線以外の市民の方に理解してもらうための広報は考えているか？  

→広く市民の方にお知らせしていく必要があり，ＨＰ等を活用して，実施路線以外の方

にもＰＲ・広報をしていきたい。 

・利用者の方の希望の中で駐輪場の整備というのが結構ある。道路法が改正されて，歩道

上での駐輪場の設置が可能になったということなので，来年度の実行組織には道路管理

者の参加も必要になってくるのではないか？ 

→効果的に意識転換策を実施していくために，利用環境整備というのは非常に重要とい

うことがわかった。スポット型駐輪場も利用促進につながる有効なものと考えており，

道路管理者等の参画も十分に検討していきたい。 

→来年度，補助制度を創設し，バス停でのベンチ・上屋の設置，スポット駐輪場整備へ

支援をしていきたい。 

 

○その他について 

  ・宇都宮市の中でも高齢化率が高い西原・西地区での路線延長を４月１日から実施するが，

当該地区にもＭＭをかけていければと思う。 

・利用者の方が運行サービスの向上という事を求めている。何とか夏頃を目途に，通勤時

間帯の増便，深夜バスの運行を実施し，サービス向上を図りたい。 

・バスの優先通行帯については，ほぼ主だった路線については指定されているが，単路線，

片側１車線のところではできない。重点取組路線の日光街道などは宮環から先は片側 

１車線であり，道路管理者と連携していく必要がある。 

・地域意識を変えていかなければならない。自治会としても全面的に協力して，意識向上

を図っていきたい。 

・意識付けの資料の配付，アンケートを実施していただき，地域としても交通手段として

のバスというものについて，かなり関心を持ってきたのではないかなと思う。釜井台団

地では運行本数が少なく，料金等の問題もあるが，諸々の問題を解決していけば，住民

の方に喜んでバスを利用していただけると思う。今後ますますこの効果が出てくること

を期待したい。 

・スポット型駐輪場が出来るようになる等，仕組みが変わってきており，｢道路みえる化

計画｣等の道路整備と連携をした取組みをしていただきたい。また，まちづくり，地元

の商店街の方と連携を取ってほしい。バスを活性化させることは，中心市街地の活性化

にダイレクトにつながる。どんな協力が出来るのか具体的な議論を次年度の組織で深め

ていただきたい。 
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資料⑤：検討委員会・専門部会名簿 
 
マイカー利用者意識転換策検討委員会 名簿(敬称略)    ◎：委員長 ○：副委員長 （ ）：前任者 

 所 属 職 名 氏 名 備 考 

1 宇都宮大学工学部 准教授 ◎森本 章倫 学識経験者 

2 宇都宮市自治会連合会 副会長 ○森崎 常正 自治会 

3 関東自動車株式会社路線バス事業部 部長 齊藤 俊夫 

4 東野交通株式会社業務部 部長 根岸 孝男 

5 ジェイアールバス関東株式会社宇都宮支店 支店長 大井 康裕 

6 社団法人栃木県バス協会 専務理事 太田 満 

交通事業者 

7 宇都宮商工会議所地域振興部 部長 大垣 博行 

8 宇都宮まちづくり推進機構 事務局長 矢古宇 哲男 
関係団体 

9 関東運輸局企画観光部交通企画課 課長 廣田 健久
(中原 恒寛) 

10 栃木県県土整備部交通政策課 課長 池澤 昭 

11 宇都宮市総合政策部 部長 横松 薫 

12 宇都宮市経済部 部長 浜崎 道夫 

行政機関 

     
1 栃木県警察本部交通部交通規制課 課長 新井 一夫 

(奥村 俊夫) 

2 豊郷地区連合自治会 会長 中野 計 

3 錦地区自治会連合会 会長 足澤 良一 

4 御幸ヶ原地区連合自治会 会長 手塚 毅 

5 河内地区自治会連合会 会長 須藤 貢 

オブザーバー

 
公共交通専門部会 名簿(敬称略)  

 所 属 職 名 氏 名 備 考 

1 関東自動車株式会社路線バス事業部 部長 齊藤 俊夫 

2 東野交通株式会社業務部 部長 根岸 孝男 

3 ジェイアールバス関東株式会社宇都宮支店 支店長 大井 康裕 

4 社団法人栃木県バス協会 専務理事 太田 満 

交通事業者 

5 関東運輸局企画観光部交通企画課 課長 中原 恒寛 

6 関東運輸局企画観光部交通企画課 専門官 岩崎 英一 

7 関東運輸局企画観光部交通企画課 調査員 清水 信吾 

8 宇都宮市総合政策部交通政策課 課長 松嶋 和夫 

9 宇都宮市総合政策部交通政策課 課長補佐 南木 孝昭 

行政機関 

 
中心市街地専門部会 名簿(敬称略)                        ●：部会長 

 所 属 職 名 氏 名 備 考 

1 宇都宮商工会議所地域振興部 部長 大垣 博行 

2 宇都宮まちづくり推進機構 事務局長 ●矢古宇 哲男 

3 宇都宮観光コンベンション協会 
コンベンション
担当リーダー 斉藤 幸 

関係団体 

4 うつのみや餃子まつり実行委員会事務局  田中 陽三 

5 宮の市実行委員会事務局  川又 啓多郎 

6 ジャズの街宇都宮創造実行委員会事務局  吉成 俊夫 

イベント 

事務局 

7 株式会社宇都宮東武百貨店 販売促進係長 金子 泰士 

8 株式会社パルコ宇都宮店 営業課 高橋 賢太郎 

9 株式会社長崎屋宇都宮店 営業部長 森屋 茂 

大型店舗 

 


